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JENESYS2020 日シンガポール・オンライン交流 
（日本語コミュニケーション・日本文化（サブテーマ：観光・日本食））の記録  

 
１. 概要 
【目的】シンガポールの日本語学習者等が、観光・食をテーマとした聴講、視察及び日本人との交流

プログラムに参加し、日本の歴史、社会、文化についてより深く理解し、その魅力を多くの人と共有

することで、日本とシンガポール間の相互理解の向上と友好関係の強化を主目的に、本プログラム

を実施しました。 
 
【参加者】シンガポールの専門学生・教員 計 128 名  
 
【訪問地】東京都、岩手県、大阪府 
 
【日程】   
このプログラムは、JENESYS2020 日シンガポール交流（日本語コミュニケーション・日本文化（サ

ブテーマ：日本食・科学技術））と合同で実施しました。 
日付 

訪問地 
内容 参加者の質問・反応 

2021 年 
6月 18日 
東京都 

【ウェビナー・質疑応答】 

シンガポールの専門学生・教員 65 名 
1. 講義 

「Japan Today」 
講師：SIMA 国際経営研究所 
所長 木村 秀夫氏 

2. 質疑応答 

歴史、経済、社会福祉、文化など幅広い分

野に関する日本理解講義を聴講し、参加者

からは、日本に生息する野生動物やコロナ

禍でのオリンピック開催における日本の経

済効果等についての質問がありました。日

本の移民政策についての質問に対しては、

講師から詳しい解説があり、シンガポール

の事例と比較しながら興味深く聞いていま

した。 
2021 年 
6月 25日 
岩手県陸

前高田市 

【ウェビナー・質疑応答】 

シンガポールの専門学生・教員 53 名 
1. 講義 

「シンガポールの復興ありがとうホス

トタウンである岩手県陸前高田市によ

るホストタウンの取組みと地域の魅力

紹介」 

講師：岩手県陸前高田市 

国際交流員 サラ・チュウ氏 

講師がシンガポール出身ということもあ

り、講義後の質疑応答は盛んに行われまし

た。参加者からは、陸前高田市の郷土料理

や特産品、人々の生活や英語は通じるかど

うか等についての質問があり、ホストタウ

ンに興味を示していました。在住外国人か

ら見た日本や陸前高田市の紹介を聴講し、

6 月 18 日の日本理解講義とは異なる視点

で日本について理解を深めたようでした。 
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2. 質疑応答 

以下 6 日間の参加人数：10 名 
2022 年 
2 月 2 日

～ 

【動画視聴】 
1. 外務省挨拶 
2. 事前オリエンテーション 
3. 日本理解講義 
4. 日本文化理解（京都） 
5. ホームビジット体験 
6. 日本語学習 

プログラムへの理解を深めるため、参加者

は日本やプログラムに関する動画を視聴し

てから参加しました。 

2022 年 
2 月 9 日 
東京都 
 

【オリエンテーション】【ウェビナー・質

疑応答】 
1. オリエンテーション（グループ別） 
2. 日本語と日本文化レッスン 
3. ウェビナー・質疑応答 

「日本文化及び SNS 発信講座」 
講師：TOKYOインフルエンサーアカデ

ミー 代表 中島 侑子氏 
4. グループ別交流 

「日本語と日本文化レッスン」では、講師

の呼びかけに楽しそうに答えていました。

「日本文化及び SNS 発信講座」では、行き

たい場所、好きな日本食、興味ある場所な

ど多くのコメントが寄せられました。グル

ープ別交流では、「将来は奨学生として日本

へ留学したい」「日本人の友達を作りたい」

など本プログラムを通しての期待を共有し

ました。 
2022 年 
2月 10日 
大阪府 
 

【ウェビナー、視察】 

「関西・大阪の魅力紹介」 

講師：公益財団法人大阪観光局 留学生

支援推進室 日髙 ちひろ氏 

 講義 
 質疑応答 

講師の問いかけに参加者は積極的に答えて

いました。講師の「関西で行きたい場所は」

の問いかけに、「京都に行き、自国の伝統文

化と比較したい」「大阪御堂筋のイルミネー

ションを家族と一緒に楽しみたい」「奈良で

鹿に餌をあげたい」等、具体的な回答が寄

せられました。 
2022 年 
2 月 11日 
岩手県盛

岡市 
 

【ホームビジット・交流】 
1. 開会、次第説明 
2. IGR 銀河鉄道観光 所長 髙橋 和久

氏より岩手県盛岡市について紹介 
3. ホストファミリー紹介 
4. グループに分かれてホストファミリー

と交流 
5. ホストファミリー、参加者から感想発

表 
6. 閉会 

ホストファミリーが、庭の積雪の光景や雪

だるまを見せながら、玄関や家の中を案内

し、家族の日常生活、仕事、おせち料理、書

道、茶道等を、同家庭に長期滞在する留学

生も一緒に参加し、留学生の目線も加えて

動画、写真を使い紹介しました。参加者に

自国の新年の迎え方等を質問するなど、相

互交流を十分に深めることができました。

一般の日本人の生活に加え、雪のある生活、

災害が多く発生する国の備え等も知ること

ができる有意義な交流会となりました。参

加者からも、「是非、実際に日本に行きたい」
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などの感想がありました。 

2022 年 
2月 14日 
東京都 
 

【ワークショップ】 
1. プログラムの振り返り 
2. アクション・プラン策定、発表準備 

グループに分かれ、プログラム全体を通し

ての学びから、アクション・プランを策定

し、報告会にむけて発表の準備を行いまし

た。 
2022 年 
2月 15日 
東京都 
 

【報告会】 
1. 参加者による発表 
2. 講評 
 

プログラム後 3 か月以内に実施するアクシ

ョン・プランについて英語と日本語で発表

しました。日本について幅広い対象に発信

する独創的なプランがいくつも提案されま

した。 
 
２. 記録写真 

  

2021 年 6 月 18 日【ウェビナー・質疑応答】 2021 年 6 月 18 日【ウェビナー・質疑応答】 

  

2021 年 6 月 25 日【ウェビナー・質疑応答】 2021 年 6 月 25 日【ウェビナー・質疑応答】 
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2022 年 2 月 9 日【オリエンテーション】講師の

後に続いて日本語を話す参加者 
2022 年 2 月 9 日【ウェビナー・質疑応答】講義

の様子 

 

 

2022 年 2 月 10 日【ウェビナー、視察】講師に

よるクイズ 
2022 年 2 月 11 日【ホームビジット・交流】訪

問先の家族が習字を披露する様子 

  

2022 年 2 月 15 日【報告会】プログラムの振り

返りをする参加者 
2022 年 2 月 15 日【報告会】集合写真 

 
３. 参加者の感想（抜粋） 

 参加高校生 
日本と日本の文化について学ぶことができ、とても楽しかったです。このプログラムに参加する前

には、日本について知らなかったことがたくさんあったのですが、日本の特徴をより深く理解する

ことができ、将来、日本を訪れたいと思うようになりました。 
 

 参加高校生 
ウェビナーでは講師が熱心に陸前高田市について説明してくれたので、非常に楽しく聞くことがで

きました。今回のオンラインプログラムを通して、日本の地方について興味を持ちました。 
 

 参加高校生 
日本に住んでいるシンガポール人の体験談を聞くのはとても興味深いです。日本の食べ物や観光地

について多くのことを学びました。 
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 参加大学生 
とてもよいプログラムだったと思います。日本についてたくさんのことを学び、ホームビジットで

は友情を育むことができました。 
 

 参加大学生 
とても楽しかったです。また参加したいと思います。 
 
４. 受入れ側の感想（抜粋） 

 受入自治体 講師 
とても楽しかったです。また機会があれば、是非参加させていただきたいです。 
 

 受入先家庭 
当日、ところどころ、どうしたらよいか戸惑うところもあり、私達家族だけではどうにもならない

ことを、通訳コーディネーターが沢山フォローしてくださりとても助かりました。通訳コーディネ

ーターのおかげで無事に終えることができました。本当にありがとうございます。また、短時間に

も関わらず数名のシンガポール学生と交流できたのは良かったです。シンガポールとは無縁でした

が、色々話すうちに身近に感じることができ、また一つ世界が広がりました。オンラインでの交流

は初めての経験で、自宅で実際に受け入れるより頭を使いましたが、新しい分野に挑戦できたこと

はとても良い経験になりました。 
 

 ホームビジット協力団体 
参加されたホストファミリーに大変好評でした。もっと沢山の地域の方が体験できるよう PR 活動

をしていきたいと思います。 
 
５. 参加者の対外発信 
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2021 年 6 月 18 日（Instagram） 
（6 月 18 日 日本理解講義に関する発信） 
この講義は、日本の社会、政治、歴史、経済、文

化についての洞察を与えてくれ、これらすべて

の側面が今日の日本という国を形成していると

いう点で有益なものでした。現在、日本語を勉

強している学生としては、日本の文化を理解し、

学ぶことも重要です。日本文化を理解すること

は、日本人同士の交流や彼らのメンタリティを

知ることができ、単に言葉や語彙を覚えるだけ

でなく、日本語を母国語とする人たちとの交流

を深めることができるので重要です。 
2600 年以上前に始まった日本の歴史の年表と、

日本の主要な歴史的出来事に関する紹介があり

ました。また、鉄鋼、自動車、ボーイング 787、
蛍光灯の生産など、今日の日本の豊かな経済に

貢献している活動や、日本がどのようにして先

進国の仲間入りをしたのか、特にテクノロジー

の分野でどのような発展を遂げたのかを学びま

した。 
今回の講義で私が最も気に入ったのは、日本の

テクノロジーについてでした。 
日本の技術についての私の予備知識は、日本は

2021 年 6 月 18 日（Instagram） 
（6 月 18 日 日本理解講義に関する発信） 
私が日本語や日本文化を学ぼうと思ったのは、

父親に日本文化に触れさせてもらったからで

す。幼い頃から、日本の観光地や音楽、食文化な

どを紹介するテレビのバラエティ番組を通し

て、日本の文化に触れてきました。日本にはユ

ニークで豊かな文化があり、西洋の影響を受け

ながらも、その文化の多くが世代を超えて継承

されていることに驚きました。だからこそ、私

は日本を学び、理解したいと思ったのです。 

今回の講義の時間は、日本の歴史、文化、発展と

いった日本のアイデンティティを概観するのに

ちょうど良かったと思います。文化という点で

は、日本の食文化についても学べることも期待

していました。私は現在、ポリテクニックで食

品科学・栄養学を学んでいるので、日本の食文

化を理解し、学ぶことに強い関心を持っていま

す。例えば、日本の各料理の意味や、長寿や健康

的なライフスタイルの理由の一つとして知られ

ている日本人の食生活などです。 
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多くの成功した技術や半導体を発明した世界の

国の一つであるということです。この講義では、

日本の成功した技術をいくつか紹介してもらい

ました。例えば、磁気浮上を利用し、地面に接触

することなく移動することから、その速度と効

率の良さで広く知られている新幹線の革新的な

技術です。 

 

 

2022 年 2 月 10 日（Facebook） 
南（西）日本、関西地方について学びました。講

師からは関西にある多くの観光地、例えば舞洲

焼却工場やカップヌードルミュージアムなどが

紹介されました。自分が一番行きたいと思った

のは、伏見稲荷大社です。アニメやマンガにも

登場するので、強い興味をもちました。たくさ

ん貯金をして、必ず行きたいと思っています。 
 

2022 年 2 月 10 日（Facebook） 
大阪は日本の都市の中で最も多文化で国際的な

街です。 
大阪にある有名なランドマークには大阪城や水

族館「海遊館」があります。 
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2022 年 2 月 12 日（Instagram） 
（講師スタッフの投稿） 
先日、ものすごく素敵な講座にスタッフとして参加させて頂きました。 
（中略） 
毎年諸外国から日本の魅力を知ってもらう為、日本へ招待するイベント。 
昨年度は、コロナで日本へ招待する事ができず、オンラインで日本の魅力を知ってもらう事になり

ました。今回は、マレーシア・シンガポール・東ティモールの皆様にオンラインでご参加いただき、

講師はなんと、TOKYO インフルエンサーアカデミー代表の中島侑子さん。内容は、「SNS 講座」。 
旅系インフルエンサーであり、インスタグラムの先生でもある中島侑子さんは、まさにベストティ

チャーです。日本の魅力と沢山の場所の魅力や文化、季節やお祭りの事などお話しいただきなが

ら、その魅力を発信していく Instagram についてノウハウも含めて講義頂きました。 
チャットでのやり取りは非常に面白く、 
・日本のどこに行きたい 
・何を食べたい 
・日本についてどんな発信ができるか 
など、やり取りがされていて海外学生の皆様もとても楽しそうでした。 
日本が好きな気持ち、日本に行きたいという気持ちが伝わってきて日本人として海外との交流は

とても嬉しい気持ちで一杯になりました。今は、簡単に海外へ行く事ができない。もどかしい気持

ちでいっぱいですが、だからこそ、リアルで旅行に行きたい、色んな国に行きたいという気持ちが

募るので、海外旅行が普通に出来る時がおとずれることが楽しみでなりません。 
それはきっと世界中の人達が同じように想っている事と思います。 
今回は、学生さん達が講座を受けて、日本について発信をご自身なりにする❗という企画になって

います。#jenesys_sns をつけて発信していただき、ベスト投稿を侑子さんに選んで頂きます。 
行ったことない場所の事ってなかなか伝えづらいけど、学んだ事や、行きたいなぁという想いを投

稿するというのも、アウトプットとして良いですよね。 
あらためて日本の魅力を感じる時間でした。 
そして、世界中の方々が気軽に海外旅行に行ける日がきますように。 
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６. 最終報告会でのアクション・プランの発表 
グループ 1 

 実施理由： 
・私たちのグループ活動の目的は、日本への関心

を高め、日本への旅行を喚起することです。 
・日本文化は素晴らしいと思っているので、もっ

と多くの人々に日本を知ってほしいからです。 
・私たちの活動によって、今回のようなプログラ

ムに参加できなかった人々にも日本文化を知って

ほしいと思うからです。 
 実施期間：3 月と 4 月 
 実施方法： 

・様々なソーシャル・メディア（インスタ、フェイ

スブック等）を利用 
・ホストファミリーの写真 
・オンラインにて、日本食に関する短文記事を掲

載 
・交流したホストファミリーとインスタグラムを

通して定期的に連絡を取り合い、日常生活の様子

を聞きます。 
グループ 2 

 実施理由： 
・他の人に日本文化を体験してもらい、好きにな

ってもらうため。 
・日本語と日本文化に対する知識と理解を広める

ため。 
 開催時期:3 月～4 月 
 実施担当：グループ E メンバー 
 ターゲット： 

本校の学生・生徒 
・後輩にイベントへの参加を呼びかけます 
・日本への訪問や学校での日本語学習の動機付け

を行います 
 方法：  

・本校の日本文化クラブに協力してもらいます。 
 
実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 
 


